３　人口動態

　昭和２８年の合併以来、転入、転出、出生、死亡、死産、婚姻、離婚についてその件数は別表のとおりである。

　転入、転出については前項でふれたが、ここでめだつのは、出生率の低下と青年層の減少に伴う婚姻件数の減少である。終戦直後の異常な出生率増加はともかく、戦後の安定期にはいってからの出生率低下は著しく、昭和３６年の異常な低下と、史上最低といわれる昭和４１年の低下率は世界的な記録ともいわれているが、この４１年は、平年でも家族計画による受胎調節によって減少する傾向に、「ひのえうま」年が重なったためである。この年の減少率は、前年の４０年に比して全国では２５.５％となり、羽合町でも４１.５％も少なくなっている。


　しかし、戦後の出生率がなぜこのように低下してきたのか。その主因を調べても決定的なものはないようで

出生率低下の原因
あるが、しいてその原因を考えてみれば、つぎのようなことが列挙される。


　（１）戦後の住宅難、あるいは食糧難など社会経済状態から、大家族生活が困難になったこと。（２）それに伴なって生活合理化が呼ばれ、いっぽうでは、厚生省などの指導により奨励された母体保護のための計画出産が、産児制限の間違った方向に受けとられ、人工妊娠中絶がたやすく考えられてきたこと。（３）国の民主化への移行により、合理主義、個人主義意識が発達して「貧乏人の子だくさん」は敬遠され、新らしい家族計画の意義も認識されるようになり、近代社会における人間生活の必然的な自然現象として、大家族から核家族へと、全国的な傾向をたどっていった。（２）に挙げた裏付けとして、昭和３６年ごろまでは、出生児数よりも人工妊娠中絶件数の方が上廻る現象をみせていたことでもわかる。しかし、３７年頃より漸次少なくなり、また、子供数も従来では２～３人が適当だという考え方から、３～４人の方向へ移りつつあるともいわれ、今後の出生率が注目されている。
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